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 タリム盆地の南部にある崑崙山脈はインドプレートとユーラシアプレートの衝突の過程

で形成され、4000～6000m 級の山々が連なっている。衝突境界における地殻変動の観測は

テクトニクスを理解する上で重要である。しかしながら厳しい自然環境のため、GPS など

を用いた直接的な地殻変動の観測は難しく、また InSAR などを用いたリモートセンシン

グも高い標高からその多くは雪氷に覆われているため解析は不向きであると思われていた

(Figure1)。しかし、実際は一年中、雪氷に覆われているわけではなく、InSAR を利用した

解析は可能であった。 
 本研究では、タリム盆地南部に位置する崑崙山脈の高地で 2008 年 3 月 20 日に発生した

Mw7.1 の地震に伴う地殻変動についての解析を行った。ALOS/PALSAR が取得したデータ

をもとに InSAR 画像を生成した。ALOS が 2008 年 1 月 26 日と 4 月 27 日に取得した昇交

軌道のデータをもとに差分干渉処理を行った結果、西側で視線方向に近付き、東側で遠ざ

かる正断層によると考えられる地殻変動を観測することが出来た(Figure2)。そのデータを

基に半無限均質弾性体中の矩形断層モデル(Okada et al, 1992)を用いて、断層のパラメータ

を推定し、滑り分布のインバージョン解析を行った。 
 

  
Figure1: observed area                              Figure2: observed crucial movements         
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